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聴覚の端緒である蝸牛基底膜の振動は、1～100 

kHzかつサブナノレベルであり，体内で最も高

速かつ微小である．この微小振動様式の理解を

通じて，これまでブラックボックスであった蝸

牛の作動原理を解明し，難聴の克服に貢献でき

る．そのためには，非侵襲で高精細な光生体計

測システムの構築が必要である． 

我々は，先行研究に於いて「多波長走査型光

断層計測装置（MS en-face OCT）[1]」と「広視

野ヘテロダイン検波法[2]」を組み合わせた広

視野一括断層振動撮像装置を開発した[3]．し

かし，光源出力強度の不足などにより生きた動

物の in-vivo 計測の実現には至らなかった． 

本研究では，新たに supercontinuum(SC)を用

いた高強度広帯域多波長光源を導入し，生きた

生体の 3次元断層計測及び振動計測を行った． 

 図１に構築したMS en-face OCT顕微鏡を示

す。SC光の導入により 600~1000 nmの低コヒ

ーレンス光コムを生成できた．サンプル照射パ

ワーは最大 37 mWまで向上し，蝸牛感覚上皮

帯組織の微弱な反射光を検出することが可能

となった．干渉イメージの検出は高速 CMOS

カメラで行い，1 Gvoxel/secのデータ収録速度

を達成した． 

 実験では，生きた状態のモルモットの内耳感

覚上皮帯の 3 次元 OCT 計測を行った．図２に

感覚上皮帯の結果を示す，また，in-situでの6kH

及び 10kHz の音入力に対する感覚上皮帯振動

の広視野一括検出に成功した．OCT 計測にお

ける深さ分解能は約 1.8 m，20 kHz振動にお

ける最小検出振幅感度は約 2 nmであった．今

後は，実用を念頭に更なる性能向上を目指す． 

これらの結果は今後の in-vivo,及び in-situ で

の高精度な広視野断層振動計測が十分可能で

あることを示す． 
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